








要約:川崎病のガンマグロブリン(GG)療法後の麻疹移行抗体の推移と移行抗体消失後の麻

疹ワクチンの反応性についてなどを調査した。GG 療法後(平均投与量 1.3g/㎏)の麻疹 HI

抗体は最高32倍強で約4-5ヵ月でほぼ消失したが6ヵ月でも低いながらも抗体(ELISA-IgG

法も同様)を保有していた例が約 15%にみられた。投与後 5-6 ヵ月以後にワクチンを接種し

た16例の解析の結果,抗体価上昇の度合より7ヵ月以後の接種が望ましいことが判明した。 


